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　　優秀賞（敬称略） 　　奨励賞（敬称略）

小学１年生の部　上林　晴翔（沢木）
　　２年生の部　國田　真叶（沢木）
　　３年生の部　亀田　梨來（雄武）
　　４年生の部　加藤　美涼（雄武）
　　５年生の部　小野　詩菜（雄武）
　　６年生の部　藤島　未羽（沢木）
　　中学生の部　川村　璃胡（1 年）

小学１年生の部　照井　結斗（沢木）　舘山　友助（沢木）
２年生の部　山崎　蒼斗（沢木）　舘山もも花（沢木）
３年生の部　遠藤　心虹（雄武）　松嶋　倖愛（雄武）
４年生の部　福田　悠叶（雄武）　谷平　栞優（沢木）
５年生の部　武田　颯太（雄武）　出口　隼輝（雄武）
６年生の部　福田　悠月（雄武）　山本　　稟（雄武）

　　中学生の部　池田　唯留（１年）　佐々木まや（１年）

◉小学１年生の部
野々宮　奏（沢木）

　　最優秀賞（敬称略）

小・中学生の税に関する書道コンクール

　　 　　　　 入賞者決定
　次代を担う小、中学生に正しい税の知識と広く税に対する理解や関心を高めるため、昨年度に引き続き税
に関する「書道コンクール」を実施した結果、次の人たちが入賞されましたのでお知らせします。
　なお、入賞作品は、３月15日㈮まで雄武町図書館に展示しています。

問雄武町教育委員会
問雄武町租税教育推進懇話会

野々宮　詩（沢木）
◉小学２年生の部

門傳　颯人（共栄）
◉小学３年生の部

小野　心奏（沢木）
◉小学４年生の部

鈴木　日葵（沢木）
◉小学５年生の部

石村　希依（共栄）
◉小学６年生の部

直井　六花（１年）
◉中学生の部

令
和
令
和
66
年
度
新
入
学
児
童
の
紹
介

年
度
新
入
学
児
童
の
紹
介

　本年４月に町内の小学校へ入学する　本年４月に町内の小学校へ入学する児童児童を調査しましたのでお知らせします。該を調査しましたのでお知らせします。該
当児童の保護者は、次の事項に留意してください。なお、氏名は承諾をいただいた当児童の保護者は、次の事項に留意してください。なお、氏名は承諾をいただいた
人のみ掲載しています。人のみ掲載しています。

・入学該当者は、平成29年 4月 2日から30年 4月 1日生まれの児童です。・入学該当者は、平成29年 4月 2日から30年 4月 1日生まれの児童です。
・�入学該当者が病気やそのほかの理由で就学が困難な場合は、医師の診断書、また・�入学該当者が病気やそのほかの理由で就学が困難な場合は、医師の診断書、また
は児童相談所長の発行した判定書など、参考となる書類を持参し、教育委員会へは児童相談所長の発行した判定書など、参考となる書類を持参し、教育委員会へ
ご相談ください。ご相談ください。
・�教育委員会が調査した日（令和5年 8月 17日）以後に転出や住所変更、戸籍の・�教育委員会が調査した日（令和5年 8月 17日）以後に転出や住所変更、戸籍の
異動などが生じたときは、直ちに役場住民生活課戸籍住民係で手続きを済ませ、異動などが生じたときは、直ちに役場住民生活課戸籍住民係で手続きを済ませ、
教育委員会へご連絡ください。教育委員会へご連絡ください。
・�経済的理由により、学用品の購入などで心配な人は、教育委員会にご相談ください。・�経済的理由により、学用品の購入などで心配な人は、教育委員会にご相談ください。
・�入学通知については、先に新入学児童全員の保護者宛てに送付していますが、入・�入学通知については、先に新入学児童全員の保護者宛てに送付していますが、入
学通知が届いていないなどがありましたらご連絡ください。なお、今後における学通知が届いていないなどがありましたらご連絡ください。なお、今後における
入学手続きなどについては、入学する学校から連絡があります。入学手続きなどについては、入学する学校から連絡があります。

◎
学
校
別
入
学
予
定
児
童
名
（
敬
称
略
）

☆
雄
武
小
学
校
☆

　
・
龍
野　
瑛
音　
・
池
田　
葵
衣　
・
神
田　
珠
里　
・
小
島　
侑
大

　
・
田
中　
　
壱　
・
小
林　
琉
姫　
・
長
谷
川　
滉　
・
阿
波　
史
華

　
・
亀
田　
羽
未　
・
斉
藤　
吏
咲　
・
鈴
木　
依
采　
・
小
松
原　
ゆ
い

　
・
髙
橋　
ち
な
み
・
本
名　
李
玖
真
・
出
戸　
美
海　
・
三
宅　
啓
斗

　
・
門
傅　
咲
良　
・
大
井　
湊
翔　

☆
沢
木
小
学
校
☆

・
阿
部　
希
羽　
・
岸
田　
椛
杏　
・
佐
藤　
志
勇　
・
支
部　
維
音

・
山
口　
　
碧　
・
國
田　
真
頌

問
教
育
委
員
会
教
育
振
興
課
学
校
教
育
係
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まちのできごと

↑授業の様子

　雄武小学校の4年生が町内に住む高齢者など
から雄武町の暮らしや産業などの歴史を学ぶ授業
が3回に分けて実施され、町民5人が講師とし
て教壇に立ちました。授業では、昔の漁業や酪農、
林業、生活や雄武町の移り変わりなどについて、
過去の写真や実際の道具などを用いた解説がされ
ました。児童たちは積極的に質問などをしたり
「知ってる場所でも昔と今で景色が変わっていて
驚いた」などと話していました。

町の産業や歴史を学ぶ
2/

1,5,19

↑スノーフラッグの様子

寒さに負けず元気に遊ぶ
　旭日公園で「こども冬まつり」が開催されま
した。前夜祭では、同所で開催されたおうむキャ
ンドルナイトのあたたかな灯に照らされた中で、
児童によるハンドベルの演奏が披露。最後に、
花火が冬の夜空を彩りました。本祭では、スノー
モービルやスノーフラッグなどのアトラクショ
ンのほか、あたたかいお雑煮やサンドイッチな
どが振る舞われました。子どもたちは寒さに負
けず、元気いっぱいに冬を楽しんでいました。

2/
3,4

↑写真左から、㈱西村組西倉風太主任、髙橋町長、同社池本拓哉主任、
　同社笹岡広道工事長

漁港の維持管理に寄与
　地域貢献活動として、沢木漁港および
元稲府漁港内に堆積した流木の処理、町
内小学校児童に対して工事作業現場の見
学やドローン操作体験などの出前授業を
実施した株式会社西村組および西村・菅
野・新島経常建設共同企業体に対し、髙
橋町長から感謝状の贈呈が行われました。
　あたたかいご奉仕をありがとうござい
ます。

感謝状授与2/
1

↑講習会の様子↑講習会の様子

令和 5 年度健康講演会

糖尿病の予防について
　この日、町民センターで「糖尿病予防に関する健
康講話」が開催されました。札幌保健医療大学保健
医療学部栄養学科学科長の百瀬いづみ氏が講師とな
り、体内時計を考慮に入れた「時間栄養学」につい
ての考え方と糖尿病を予防するための食習慣などに
ついて講話。参加者に「食生活の中で《お腹がいっ
ぱいになればいい》ではなく、心と体が元気になる
ために、どんなものをどんなふうに食べればいいか
について考えてほしいです」とアドバイスしました。

↓糖尿病について説明をする百瀬氏↓糖尿病について説明をする百瀬氏

2/
6

2/
18

雄武中学校パソコン部写真撮影講習会

撮影の基礎を学ぶ
　この日、雄武中学校のパソコン部が町の広報担
当者を講師に招き、撮影時に気をつけているこ
とや一眼レフカメラの操作方法などについて学ぶ
「写真撮影講習会」が実施されました。講習会では、
写真や図を用いてカメラの設定や写真の構図など
について説明。その後、実際にカメラを操作して
吹奏楽部の練習風景などを撮影しました。生徒か
らは「今回学んだことを次の活動に活かしていき
たいです」などの声がありました。

2/
14

2/
3~5

令和 6 年雄武町統計調査員協議会
創立 50 周年記念総会

50周年を迎えて
　ホテル日の出岬で、令和6年雄武町統計調査
員協議会定期総会が行われました。同協議会桒原
哲夫会長は「50周年を迎えて、設立の目的であ
る『雄武町の発展に寄与するため、統計思想の普
及、会員相互の統計技術の向上と親睦を深めるこ
と』を目標に、本協議会の発展を推進していきた
い」と挨拶しました。また、今回は同協議会が創
立してから50周年を迎えることを記念して、記
念誌とともに50年の歩みを振り返りました。

↓定期総会の様子

↑別れを惜しむ児童たち

ようこそ雄武町へ
　2月 3日から3日間の日程で、佐賀県武雄市
訪問団の児童11人、引率者3人が来町しました。
町民センターで歓迎会が行われ、町長や町関係者
から歓迎の言葉が贈られ、武雄市児童からは歌の
披露が行われました。また、雄武小学校で行われ
た学校交流では、雪国ならではの雪山滑りなどで、
雪にまみれながら冬遊びを満喫していました。最
後は別れを惜しみながら、大きくなってからの再
会を誓い、互いの絆を深めていました。

武雄市児童交流事業

子ども冬まつり、キャンドルナイト
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  問い合わせ　役場 ☎ 84 － 2121　保健福祉課 ☎ 84 － 2023　地域包括支援センター ☎ 84 － 4495　教育委員会 ☎ 84 － 4240情報ひろば情報ひろば問い合わせ　役場 ☎ 0158 - 84 - 2121　健康推進課・福祉給付課 ☎ 0158 - 84 - 2023
　　　　　　地域包括支援センター ☎ 0158 - 84 - 4495　教育委員会 ☎ 0158 - 84 - 4240
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控
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得
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※�

裁
量
世
帯
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は
、
高
齢
者
世
帯
（
60
歳

以
上
）、
高
齢
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と
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歳
未
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世
帯
、

障
が
い
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（
障
が
い
の
程
度
に
よ
る
）

が
い
る
世
帯
、
乳
幼
児
が
い
る
世
帯
、

婚
姻
後
2
年
以
内
で
夫
婦
と
も
に
35
歳

入
居
資
格

《
共
通
事
項
》

�・�

雄
武
町
内
に
住
所
を
有
す
る
人
ま
た
は

有
す
る
こ
と
に
な
る
人
。

�・
町
税
な
ど
に
滞
納
が
な
い
こ
と
。

◉
町
営
住
宅
（
団
地
）

�・�

所
得
が
政
令
月
収
で
一
般
世
帯
は

15
万
8
千
円
、
裁
量
世
帯
は
25
万
9
千

円
を
超
え
な
い
こ
と
。

※�

政
令
月
収
と
は
、
給
与
所
得
者
は
1
年
間

未
満
の
世
帯
（
小
学
生
以
下
の
児
童
が

い
る
場
合
も
可
）
な
ど
で
す
。

◉
勤
労
者
住
宅

・
勤
労
者
住
宅
は
入
居
の
要
件
が
異
な
り

ま
す
の
で
、
問
い
合
わ
せ
願
い
ま
す
。

申
込
方
法

・�

役
場
備
え
付
け
の
申
込
用
紙
に
入
居
す

る
人
の
住
民
票
を
添
え
て
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

・
令
和
5
年
1
月
1
日
に
他
市
町
村
に
お

い
て
住
民
登
録
さ
れ
て
い
た
人
は
当

該
市
町
村
で
発
行
さ
れ
る
市
町
村
民

税
課
税
証
明
書
、
所
得
証
明
書
な
ど
の

直
近
1
年
分
の
所
得
が
分
か
る
も
の

と
、
納
税
証
明
書
も
合
わ
せ
て
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

・
町
営
住
宅
に
申
し
込
み
の
際
は
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
の
わ
か
る
も
の
を
持
参
願

い
ま
す
。

選
考
方
法

・
申
込
者
多
数
の
と
き
は
、
住
宅
困
窮
度

の
高
い
人
か
ら
入
居
決
定
し
、
困
窮
度

　
が
同
じ
場
合
は
抽
選
と
し
ま
す
。

※
最
新
の
住
宅
情
報
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
開
し
て
い
ま
す
。
申
込
用
紙
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

�https://w
w
w
.tow

n.oum
u.

hokkaido.jp/

※
住
宅
使
用
料
の
お
支
払
い
に
は
、
安
心

　
便
利
な
口
座
振
替
が
利
用
で
き
ま
す
。

応
募
締
切

◉町営住宅
団地名 間取り 建築年度 戸数 家　　　賃 単身

新規 新日の出 2LDK 平成 28年 1 21,400 円 ～ 49,200 円 不可
緑町 2LDK 平成 23年 1 16,900 円 ～ 38,900 円 不可

継続

旭日 3LDK 平成 9～ 10年 4 23,100 円 ～ 53,200 円 不可
宮下 3LDK 昭和 59年 1 14,000 円 ～ 31,800 円 不可
末広二区 3LDK 昭和 58年 1 13,000 円 ～ 29,900 円 不可
潮見 3LDK 昭和 61～ 63年 3 16,000 円 ～ 40,000 円 不可
幌内 3LDK 昭和 51年 1 7,800 円 ～ 18,000 円 可

末広二区団地

旭日団地緑町団地幌内団地

勤労者住宅勤労者住宅

◉勤労者住宅
間取り 建築年度 戸数 家　　　賃 単身

継続 1K 平成28年 1 34,000 円 専用

新日の出団地

宮下団地

潮見団地

財
務
専
門
官
採
用
試
験

　
財
務
省
北
海
道
財
務
局
で
は
、
財
政
、
金

融
な
ど
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
し
て
活

躍
す
る
財
務
専
門
官
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

受
験
資
格

〇
平
成
6
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
15
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
人
。

〇
平
成
15
年
４
月
２
日
以
降
の
生
ま
れ
で

次
に
該
当
す
る
人
。

・
大
学
を
卒
業
し
た
人
お
よ
び
令
和

7
年
3
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す

る
見
込
み
の
人
。

・
短
大
ま
た
は
高
専
を
卒
業
し
た
人
お

よ
び
令
和
7
年
3
月
ま
で
に
短
大
ま

た
は
高
専
を
卒
業
す
る
見
込
み
の
人
。

受
付
期
間

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込　
3
月
25
日
㈪
ま

で[

受
信
有
効]

　

https://w
w
w
.jinji-shiken.

go.jp/juken.htm
l

第
1
次
試
験
日　
5
月
26
日
㈰

問
財
務
省
北
海
道
財
務
局
人
事
課
人
事
係

☎
０
１
１
‐
７
０
９
‐
２
３
１
１

（
内
線
４
２
５
２
）

試
　
験

　
札
幌
国
税
局
で
は
、
国
税
局
や
税
務
署

に
お
い
て
、
税
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し

て
活
躍
す
る
国
税
専
門
官
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

　
令
和
5
年
度
か
ら
国
税
専
門
官
採
用
試

験
に
新
試
験
区
分
（
理
工
・
デ
ジ
タ
ル
系
）

が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
試
験
区
分（
理
工・デ
ジ
タ
ル
系
）で
は
、

基
礎
数
学
、
情
報
数
学・情
報
工
学
、
物
理
、

化
学
な
ど
が
試
験
科
目
に
設
定
さ
れ
て
お

り
、
幅
広
く
理
工
・
デ
ジ
タ
ル
系
の
人
が
受

験
し
や
す
い
試
験
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
法
文
系
の
人
は
「
国
税
専
門
Ａ
区
分
」、

理
工
・
デ
ジ
タ
ル
系
の
人
は
「
国
税
専
門

Ｂ
区
分
」
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
令
和
6
年
度
の
採
用
試
験
の
概
要
は
、

次
の
と
お
り
で
す
（
Ａ
区
分
・
Ｂ
区
分

共
通
）。

受
験
資
格

・
平
成
６
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
15
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
人
。

・
平
成
15
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
の
人

で
大
学
を
卒
業
す
る
見
込
み
の
人
な
ど

別
に
定
め
る
人
。

受
付
期
間

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込　
3
月
25
日
㈪
ま

で[

受
信
有
効]

　

https://w
w
w
.jinji-shiken.

go.jp/juken.htm
l

第
1
次
試
験【
基
礎
能
力
試
験
、専
門
試
験（
多

肢
選
択
式
お
よ
び
記
述
式
）】

　
5
月
26
日
㈰

第
1
次
試
験
合
格
者
発
表
日

国
税
専
門
官
募
集

　
6
月
18
日
㈫
9
時

第
2
次
試
験【
人
物
試
験
お
よ
び
身
体
検
査
】

　
6
月
24
日
㈪
～
7
月
5
日
㈮
の
指
定
す

る
日

最
終
合
格
者
発
表
日　
8
月
13
日
㈫

問
札
幌
国
税
局
人
事
第
2
課
採
用
担
当

☎
０
１
１
‐
２
３
１
‐
５
０
１
１

　
（
内
線
２
３
１
５
）

問
紋
別
税
務
署

☎
０
１
５
８
‐
２
３
‐
２
１
９
１

新
規　
3
月
15
日
㈮

継
続　
随
時
受
付

※�

問
い
合
わ
せ
時
に
募
集
を
終
了
し
て
い

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
税
財
管
理
課
管
財
係

北
海
道
警
察
官
採
用
試
験

令
和
6
年
度

第
1
回
北
海
道
警
察
官
採
用
試
験

【
試
験
日
程
等
】

採
用
予
定
人
員　

男
性
Ａ
区
分　
１
４
０
人
程
度

　
　
Ｂ
区
分　
40
人
程
度

女
性
Ａ
区
分　
50
人
程
度

　
　
Ｂ
区
分　
20
人
程
度

※
Ａ
区
分
は
大
卒
等
、
Ｂ
区
分
は
Ａ
区
分

以
外
の
人
と
な
り
ま
す
。

公
告
日　
3
月
1
日
㈮

受
付
期
間　
3
月
1
日
㈮
～
29
日
㈮　
17
時

ま
で

第
1
次
試
験
日　
4
月
28
日
㈰

第
2
次
試
験
日　
6
月
上
旬
～
中
旬

最
終
合
格
発
表　
7
月
19
日
㈮
予
定

採
用
予
定
日　
令
和
7
年
4
月
1
日
以
降

（
卒
業
見
込
み
者
以
外
は
、
令
和
6
年
10

月
1
日
採
用
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

【
受
験
資
格
】

Ａ
区
分

・
平
成
4
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
19
年
4

月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、
学
校

教
育
法
に
よ
る
大
学
（
短
期
大
学
を
除

く
）
な
ど
を
卒
業
し
た
人
。

Ｂ
区
分　

・
平
成
4
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
19
年
4
月

1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、
Ａ
区
分
以

外
の
人
（
第
１
回
は
、
学
校
教
育
法
に
よ

る
高
等
学
校
在
学
中
の
人
を
除
く
）

※
高
度
専
門
士
の
称
号
を
取
得
、
ま
た
は
令
和

７
年
3
月
末
日
ま
で
に
取
得
見
込
み
の
人

は
、
Ａ
区
分
で
の
受
験
と
な
り
ま
す
。

※
Ａ
区
分
に
該
当
す
る
人
は
、
Ｂ
区
分
の
試
験

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

※
試
験
区
分
を
誤
っ
て
受
験
す
る
と
、
試
験
は

無
効
に
な
り
ま
す
。

試
験
地　
（　
）
内
が
1
次
試
験
地
、
波

　
　
　
線
が
2
次
試
験
地

・
札
幌
方
面
（
札
幌
市
、
千
歳
市
、
岩
見

沢
市
、
滝
川
市
、
小
樽
市
、
俱
知
安
町
、

室
蘭
市
、
苫
小
牧
市
、
新
ひ
だ
か
町
）

・
函
館
方
面
（
函
館
市
、
八
雲
町
）

・
旭
川
方
面
（
旭
川
市
、
名
寄
市
、
稚

内
市
、
留
萌
市
）

・
釧
路
方
面
（
釧
路
市
、
根
室
市
、
中
標

津
町
、
帯
広
市
）

・北
見
方
面（
北
見
市
、網
走
市
、紋
別
市
）

・
道
外
（
青
森
県
、
東
京
都
）

※
試
験
地
は
、
申
込
時
に
希
望
試
験
地
を

選
択
し
て
も
ら
い
ま
す
。
1
次
試
験
地

の
方
面
と
同
一
の
方
面
が
、
2
次
試
験

地
と
な
り
ま
す
。
原
則
、2
次
試
験
は
、

1
次
試
験
地
と
別
の
方
面
で
受
験
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
1
次
試
験
を
道
外
で
受
験
す
る
人
は
、

1
次
試
験
当
日
に
2
次
試
験
地
の
希

望
を
確
認
し
、
1
次
試
験
合
格
通
知

書
と
と
も
に
2
次
試
験
地
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

※
1
次
試
験
に
つ
い
て
は
、
受
験
申
込
の

状
況
な
ど
に
よ
り
、
近
郊
の
市
町
村
に

変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
1
次
試
験
地
の
俱
知
安
町
、
八
雲
町
、

留
萌
市
、
根
室
市
、
中
標
津
町
及
び
紋

別
市
は
第
2
回
試
験
の
み
と
な
り
ま
す
。

申
込
方
法　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト（
電
子
申
請
）

　
北
海
道
警
察
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
「
北

海
道
電
子
自
治
体
共
同
シ
ス
テ
ム
」
に
ア
ク

セ
ス
し
、
利
用
者
情
報
を
登
録
し
た
後
、
受

験
申
込
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
通
信
機
器
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て

は
、
一
切
責
任
を
負
い
ま
せ
ん
。

※
や
む
を
得
ず
、
電
子
申
請
が
で
き
な
い

と
き
は
、
警
察

本
部
採
用
セ
ン

タ
ー
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

北
海
道
警
察
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
s://w

w
w
.p
o
lice.p

ref.
hokkaido.lg.jp

問
興
部
警
察
署

☎
０
１
５
８
‐
８
２
‐
２
１
１
０
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雄
武
町
高
齢
者
等
の
冬
の
生
活
支
援
事

業
と
し
て
交
付
し
た
２
万
円(

１
千
円
×

20
枚)

の
助
成
券
に
つ
い
て
は
、
使
用
期

限
が
迫
っ
て
い
ま
す
。

　
期
限
を
過
ぎ
た
助
成
券
は
使
用
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
お
手
持
ち
の
券
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
早
め
に
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

使
用
期
限　
3
月
20
日
㈬

問
福
祉
給
付
課
社
会
福
祉
係

使
い
忘
れ
た
助
成
券
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

税
　
金

　
自
動
車
税
（
種
別
割
）
は
、
毎
年
４
月

１
日
現
在
で
運
輸
支
局
の
登
録
に
基
づ
い

て
課
税
さ
れ
る
税
金
で
す
。

　

引
っ
越
し
で
住
所
が
変
わ
っ
た
と
き

な
ど
は
、
運
輸
支
局
で
変
更
登
録
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　

次
の
場
合
は
運
輸
支
局
で
登
録
手
続

き
が
必
要
で
す
。

・
住
所
が
変
わ
っ
た
と
き
（
変
更
登
録
）

・
自
動
車
を
売
買
し
た
と
き
（
移
転
登
録
）

・
自
動
車
を
使
用
し
な
く
な
っ
た
と
き

　
（
抹
消
登
録
）

　
令
和
6
年
度
の
自
動
車
税
（
種
別
割
）

納
税
通
知
書
を
確
実
に
お
届
け
す
る
た
め

に
、３
月
中
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

変
更
登
録
が
間
に
合
わ
な
い
と
き
は

　
道
税
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
自
動
車
税
種

別
割
住
所
変
更
手
続
」
か
ら
納
税
通
知
書

の
送
付
先
の
変
更
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.pref.

hokkaido.lg.jp/sm
/

zim
/address/index.

htm
l

問
札
幌
道
税
事
務
所
自
動
車
税
部

☎
０
１
１
‐
７
４
６
‐
１
１
９
0

　
オ
ホ
ー
ツ
ク
総
合
振
興
局
で
は
、
３
月

を
「
滞
納
整
理
強
化
月
間
」
と
し
て
、
道

税
の
滞
納
整
理
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

自
動
車
税(
種
別
割
）
の
住
所
変
更
を

お
忘
れ
な
く

３
月
は
道
税
の
滞
納
整
理
強
化
月
間

軽
自
動
車
の
名
義
変
更
、
廃
車
手
続
き

は
お
早
め
に

　

軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
は
毎
年
４

月
１
日
現
在
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま

す
。
譲
渡
、
売
却
、
下
取
り
な
ど
で
、

現
在
車
両
を
所
有
し
て
い
な
い
場
合
、

４
月
２
日
以
降
に
名
義
変
更
・
廃
車
の

手
続
き
を
し
て
も
そ
の
年
度
分
の
軽
自

動
車
税
（
種
別
割
）
が
課
税
さ
れ
ま
す

の
で
、
必
ず
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

業
者
に
軽
自
動
車
を
引
き
渡
し
た
場
合

も
廃
車
の
確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ほ
か
の
市
区
町
村
へ
住
所
変
更
し
た
人

や
車
の
所
有
者
が
死
亡
し
た
場
合
も
同
様

に
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

問
税
財
管
理
課
課
税
係

・
原
動
機
付
自
転
車
（
50
㏄
～
１
２
５

㏄
）、
小
型
特
殊
自
動
車
（
農
耕
用
、

そ
の
ほ
か
）

※
雄
武
町
の
ナ
ン
バ
ー

問
軽
自
動
車
協
会
北
見
事
務
所

☎
０
５
０
‐
３
８
１
６
‐
１
７
６
９

・
軽
自
動
車
（
貨
物
、
自
家
用
）、
軽
二

輪
車
（
２
５
０
㏄
以
下
）、
小
型
二
輪

車
（
２
５
０
㏄
超
の
オ
ー
ト
バ
イ
）

　
※
雄
武
町
以
外
の
ナ
ン
バ
ー

問
北
見
運
輸
支
局

☎
０
５
０
‐
５
５
４
０
‐
２
０
０
７

保
　
健

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
（
追
加
接

種
）
に
つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
全
額
公
費

に
よ
る
接
種
は
、
令
和
6
年
3
月
で
終

了
し
ま
す
。
追
加
接
種
を
希
望
さ
れ
る

人
は
、
次
の
日
程
で
接
種
を
受
け
て
い

た
だ
く
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
初
回
接
種
（
1
・
2
回
目
）

を
終
え
た
12
歳
以
上
の
人
が
対
象
で
、

Ｘ
Ｂ
Ｂ
対
応
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
済
み
の

人
（
令
和
5
年
9
月
20
日
以
降
に
接
種

を
受
け
た
人
）
は
対
象
外
と
な
り
ま
す

の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
願
い
ま
す
。

　

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
高
齢
者

要
介
護
認
定
に
係
る
認
定
証
等
の
手
続
き

に
つ
い
て

社
会
福
祉

の
人
な
ど
が
、
所
得
税
や
住
民
税
の
申

告
の
際
に
税
の
控
除
を
受
け
る
た
め
の

認
定
書
や
証
明
書
を
申
請
に
よ
り
発
行

し
ま
す
。

【
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
】

　
障
害
者
手
帳
（
身
体
・
精
神
・
療
育
）

の
交
付
を
受
け
て
い
な
い
場
合
で
も
、

次
の
対
象
者
に
は
、
認
定
書
を
発
行
し

ま
す
。

対
象
者

・
障
害
者
控
除

①
65
歳
以
上
で
要
介
護
者

②
要
介
護
認
定
資
料
に
基
づ
く
障
害
高

齢
者
日
常
生
活
自
立
度
Ａ
も
し
く
は

Ｂ
ラ
ン
ク
に
該
当
ま
た
は
認
知
症
高

齢
者
等
日
常
自
立
度
Ⅳ
ラ
ン
ク
に
該

当
す
る
人

・
特
別
障
害
者
控
除

①
65
歳
以
上
で
要
介
護
者

②
要
介
護
認
定
資
料
に
基
づ
く
障
害
高
齢

者
日
常
生
活
自
立
度
Ｃ
ラ
ン
ク
に
該
当

ま
た
は
認
知
症
高
齢
者
等
日
常
自
立
度

Ｍ
ラ
ン
ク
に
該
当
す
る
人

控
除
額

・
障
害
者
控
除　
　
　
所
得
税　
27
万
円

住
民
税　
26
万
円

・
特
別
障
害
者
控
除　
所
得
税　
40
万
円

　
住
民
税　
30
万
円

【
お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
証
明
書
】

　
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
人
で
、
町

が
発
行
す
る
お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
証

明
書
に
よ
り
、
医
師
に
よ
る
治
療
を
受
け

る
た
め
必
要
な
費
用
で
あ
る
こ
と
が
明
ら

か
に
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
医
療
費

控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
３
月
は
、
自
動
車
税
種
別
割
、
個
人
事

業
税
お
よ
び
不
動
産
取
得
税
な
ど
の
す
べ

て
の
道
税
に
つ
い
て
、
財
産
差
押
え
を
含

む
滞
納
処
分
の
強
化
を
進
め
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

　
ま
だ
納
税
が
お
済
み
で
な
い
人
は
、
大

至
急
納
税
し
て
く
だ
さ
い
。

　
納
税
に
つ
い
て
の
ご
相
談
は
、
早
急
に
紋

別
道
税
事
務
所
納
税
係
へ
お
願
い
し
ま
す
。

　
オ
ホ
ー
ツ
ク
総
合
振
興
局
税
務
課
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。　
　
　

　

http://w
w
w
.okhotsk.pref.

hokkaido.lg.jp/ts/zim
/

問
オ
ホ
ー
ツ
ク
総
合
振
興
局
紋
別
道
税
事

務
所
納
税
係

☎
０
１
５
８
‐
２
４
‐
２
６
２
６

予
約
申
込
先

・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
予
約

https://vaccines.sciseed.jp/
oum

uchou/

・
電
話
予
約

　
雄
武
町
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
（
０
１
２
０
‐
０
０
６
‐
３
２
６
）

問
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
室

　

３
月
１
日
か
ら
3
月
31
日
は
自
殺
対

策
強
化
月
間
で
す
。

　

令
和
４
年
に
全
国
で
自
殺
に
よ
っ
て

亡
く
な
っ
た
人
は
、
2
万
１
千
８
８
１

人
で
、
前
年
と
比
較
し
、
４
．
２
％
増

加
し
て
い
ま
す
。
依
然
と
し
て
２
万
人

を
超
え
る
人
が
自
ら
命
を
絶
っ
て
お
り
、

深
刻
な
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

自
殺
の
背
景
に
は
こ
こ
ろ
の
健
康
だ

け
で
な
く
、
過
労
、
生
活
困
窮
、
育
児

や
介
護
疲
れ
、
い
じ
め
や
孤
立
な
ど
の

さ
ま
ざ
ま
な
社
会
的
要
因
が
あ
る
こ
と

が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
自
殺
は
こ
う
し

た
悩
み
が
原
因
で
心
理
的
に
追
い
込
ま

れ
た
末
の
死
で
あ
り
、
そ
の
多
く
が
防

ぐ
こ
と
の
で
き
る
社
会
的
な
問
題
で
す
。

　

自
殺
の
予
防
に
は
、
住
民
一
人
ひ
と

り
が
自
殺
を
考
え
る
ほ
ど
追
い
詰
め
ら

れ
て
い
る
人
に
気
づ
き
、
支
え
合
う
こ

と
が
重
要
で
す
。
誰
も
自
殺
に
追
い
込

ま
れ
る
こ
と
の
な
い
社
会
の
実
現
を
目

指
し
ま
し
ょ
う
。

　

紋
別
保
健
所
で
は
、
保
健
師
や
専
門

医
が
、
こ
こ
ろ
の
健
康
に
心
配
の
あ
る

人
、
飲
酒
や
ア
ル
コ
ー
ル
問
題
、
ギ
ャ

ン
ブ
ル
問
題
を
お
持
ち
の
人
の
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
心
配
の
あ
る
ご

本
人
だ
け
で
は
な
く
、
ご
家
族
や
関
係

者
の
人
も
利
用
で
き
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

『
自
殺
予
防
の
た
め
の
行
動
～
３
つ
の
ポ

イ
ン
ト
～
』（
自
殺
総
合
対
策
大
綱
よ
り
）

気
づ
き　
周
り
の
人
の
悩
み
に
気
づ
き
、

自
殺
対
策
強
化
月
間
に
つ
い
て

耳
を
傾
け
る

・
家
族
や
仲
間
の
変
化
に
敏
感
に
な
り
ま

し
ょ
う
。
じ
っ
く
り
と
話
を
聞
く
場
を

持
ち
、�

相
手
の
気
持
ち
を
尊
重
し
、
共

感
し
ま
し
ょ
う
。�

つ
な
ぎ　
早
め
に
専
門
家
に
相
談
す
る
よ

う
促
す

・
心
の
病
気
の
兆
候
が
あ
れ
ば
、
本
人

の
置
か
れ
て
い
る
状
況
や
気
持
ち
を

理
解
し
て
く
れ
る
家
族
、
友
人
、
上

司
と
い
っ
た
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
と
連
携

し
て
、
専
門
家
へ
の
相
談
に
つ
な
げ

ま
し
ょ
う
。�

見
守
り　

温
か
く
寄
り
添
い
な
が
ら
、

じ
っ
く
り
と
見
守
る

・
自
然
に
応
対
す
る
と
と
も
に
、
身

体
や
心
の
健
康
状
態
に
つ
い
て
配
慮

し
、
優
し
く
見
守
り
ま

し
ょ
う
。�

・
必
要
に
応
じ
、
家
族

と
連
携
を
と
り
、
主
治

医
に
情
報
を
提
供
し
ま

し
ょ
う
。

問
紋
別
保
健
所
健
康
推
進
課
健
康
支
援
係

☎
０
１
５
８
‐
２
３
‐
３
１
０
８

　
お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
証
明
書
は
、

医
師
が
作
成
す
る
「
お
む
つ
使
用
証
明

書
」
を
持
参
し
、
保
険
給
付
係
で
申
請

を
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
こ
の
申
請

を
す
る
の
が
２
年
目
以
降
の
場
合
は
、

「
お
む
つ
使
用
証
明
書
」
は
不
要
と
な
り

ま
す
。

控
除
額

　

そ
の
年
中
に
支
払
っ
た
医
療
費
の
総

額
か
ら
、
保
険
金
な
ど
で
補
て
ん
さ
れ

る
金
額
を
除
き
、
さ
ら
に
10
万
円
ま
た

は
所
得
金
額
の
５
％
の
い
ず
れ
か
少
な

い
額
を
差
し
引
い
た
残
り
が
医
療
費
控

除
額
と
な
り
ま
す
。

問
福
祉
給
付
課
保
険
給
付
係
（
認
定
書
、

証
明
書
の
発
行
）

☎
０
１
５
８
‐
８
４
‐
２
０
２
３

問
税
財
管
理
課
課
税
係
（
税
の
控
除
）

☎
０
１
５
８
‐
８
４
‐
２
１
２
１

雄武町
国民健康保険病院

山口クリニック

15時30分

開 始 時 間

14時10分

接 種 日

3月13日㈬

3月14日㈭
3月21日㈭

接種が受けられる医療機関、日程等
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～
環
境
衛
生
係
か
ら
「
ご
み
の
分
け
方
・
出

し
方
」
に
つ
い
て
、
よ
く
あ
る
質
問
に
つ
い

て
お
答
え
し
ま
す
。
～

質
問
１　
引
っ
越
し
に
よ
り
ご
み
が
大
量

に
出
ま
し
た
。
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出

し
て
良
い
で
し
ょ
う
か
。

《
シ
リ
ー
ズ
》

　
　
　
ご
み
の
出
し
方
Ｑ
＆
Ａ

　
環
境
衛
生
係
で
は
、
ご
み
の
出
し
方
に
つ

い
て
の
質
問
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
質
問

な
ど
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
環
境
衛
生
係
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
町
民
一
人
ひ
と
り
の
心
が
け
が
、
ご
み
の

減
量
化
と
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
に
つ
な
が
り
ま

す
。
ご
み
の
適
切
な
分
別
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

問
住
民
生
活
課
環
境
衛
生
係

回
答
１　
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
地
域

住
民
で
共
有
し
て
使
用
す
る
も
の
で
す
。

そ
の
た
め
、
引
っ
越
し
な
ど
で
発
生
し
た

大
量
の
ご
み
を
出
し
て
し
ま
う
と
、
ほ
か

の
住
民
が
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
利
用
で

き
な
く
な
る
ほ
か
、
ご
み
収
集
車
に
収
集

ル
ー
ト
の
ご
み
が
載
せ
き
れ
な
い
な
ど
、

日
常
の
ご
み
収
集
に
大
き
な
支
障
を
き
た

す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
引
っ
越
し
ご
み
に
限
ら
ず
大
量
の
ご
み

を
処
分
す
る
際
は
、
適
正
に
分
別
の
う
え

直
接
ご
み
処
理
施
設
へ

搬
入
す
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

質
問
２　
ご
み
処
理
施
設
へ
の
搬
入
方
法

に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

回
答
２　
道
道
美
深
雄
武
線
の
道
沿
い
に

旧
焼
却
処
理
場
、
そ
の
先
に
最
終
処
分
場

が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
に
直
接
搬
入

が
可
能
で
す
。
搬
入
の
際
は
各
施
設
の
従

業
員
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
指
定
袋
に
入
れ
て
い
な
い
搬
入
ご
み
は

10
㎏
当
た
り
80
円
の
処
理
手
数
料
が
か

か
り
ま
す
。

　
受
け
入
れ
品
目
は
次
の
と
お
り
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
粗
大
ご
み
に
つ
き
ま
し
て
も
材

質
に
応
じ
て
、
該
当
す
る
受
け
入
れ
品
目

の
処
理
施
設
へ
直
接
搬
入
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

雄
武
町
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
臨
時

給
付
金
（
追
加
分
）
は
、
対
象
と
な
る

世
帯
に
対
し
て
７
万
円
を
支
給
す
る
も

の
で
す
。

　
対
象
と
な
る
世
帯
に
は
、
１
月
下
旬
に

町
か
ら
書
類
を
郵
送
し
て
い
ま
す
が
、
同

封
し
た
確
認
書
を
ま
だ
提
出
し
て
い
な
い

人
は
、
お
早
め
に
提
出
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
申
請
書
に
よ
る
申
請
手
続
き

も
同
様
の
期
間
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

申
請
忘
れ
が
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

手
続
き
期
限　

３
月
11
日
㈪
ま
で

問
福
祉
給
付
課
社
会
福
祉
係

雄
武
町
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
臨
時
給
付

金
（
追
加
分
）
に
つ
い
て

▼
水
産
係
長　
　
　
　
　
　
髙
田　
　
勉

（
教
育
振
興
課
社
会
教
育
係
長
）

▼
水
産
係　
　
　
　
　
　
　
本
村　
昻
平

（
財
務
企
画
課
企
画
調
整
係
）

産
業
振
興
課

▼
保
健
係　
　
　
　
　
　
　
髙
橋　
星
来

〔
新
採
用
〕

健
康
推
進
課

▼
総
務
課
付
係
長　
　
　
　
櫨
山　
隆
志

（
産
業
振
興
課
水
産
係
長
）

総
務
課

人
　
事

2
月
9
日
付　
　
　
　
　
（　
）
内
は
前
職

3
月
1
日
付

　
「
ほ
く
と
く
ん
防
犯
メ
ー
ル
」
は
、
犯

罪
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
必
要
な
「
子
供

被
害
情
報
」、「
犯
罪
発
生
・
防
犯
対
策
情

報
」
お
よ
び
「
お
知
ら
せ
情
報
」
を
希
望

者
の
パ
ソ
コ
ン
、
携
帯
電
話
な
ど
に
メ
ー

ル
で
配
信
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　
日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
沿
い
で
は
過
去

に
巨
大
地
震
が
繰
り
返
し
て
発
生
し
て
お

　

３
月
１
日
か
ら
戸
籍
謄
本
な
ど
の
広

域
交
付
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
に

よ
り
、
本
籍
地
が
遠
方
で
あ
っ
て
も
、

最
寄
り
の
市
区
町
村
の
窓
口
で
ま
と
め

て
請
求
で
き
ま
す
。

広
域
交
付
の
対
象
と
な
る
戸
籍

・
戸
籍
全
部
事
項
証
明
書
（
戸
籍
謄
本
）

・
除
籍
全
部
事
項
証
明
書
（
除
籍
謄
本
）

・
改
製
原
戸
籍
謄
本

※
こ
れ
以
外
の
戸
籍
個
人
事
項
証
明
書

（
戸
籍
抄
本
）、
戸
籍
の
附
票
な
ど
の

ほ
か
、
一
部
の
電
子
化
が
さ
れ
て
い

な
い
戸
籍
は
本
籍
地
で
の
請
求
の
み

と
な
り
ま
す
。

広
域
交
付
で
戸
籍
謄
本
な
ど
を
請
求
で
き

る
人

　
本
人
お
よ
び
そ
の
配
偶
者
、
父
母
、
祖

父
母
、
子
、
孫
な
ど
直
系
親
族
の
人

請
求
時
の
本
人
確
認
書
類

　
顔
写
真
付
き
の
身
分
証
明
書
（
運
転
免

許
証
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、パ
ス
ポ
ー

ト
な
ど
）

※
健
康
保
険
証
や
年
金
手
帳
な
ど
の
顔
写

真
の
つ
い
て
い
な
い
証
明
書
で
の
本
人

確
認
は
で
き
ま
せ
ん
。

問
住
民
生
活
課
戸
籍
住
民
係

「
ほ
く
と
く
ん
防
犯
メ
ー
ル
」
に
つ
い
て

巨
大
地
震
や
津
波
の
備
え
に
つ
い
て

戸
籍
謄
本
等
の
広
域
交
付
制
度
に
つ
い
て

安
　
全

　
地
域
の
詳
し
い
情
報
を
知
り
た
い
人
に

最
適
で
、現
在
住
ん
で
い
る
地
域
の
ほ
か
、

離
れ
て
暮
ら
す
家
族
が
住
ん
で
い
る
地
域

な
ど
、
知
り
た
い
地
域
を
警
察
署
単
位
で

複
数
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

登
録
方
法

①
北
海
道
警
察
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に
あ
る
「
安
全
な
く
ら

し
」
を
ク
リ
ッ
ク
し
、ペ
ー
ジ
内
の
「
ほ

く
と
く
ん
防
犯
メ
ー
ル
」
を
ク
リ
ッ
ク
。

登
録
用
Ｕ
Ｒ
Ｌ
と
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
が
表
示

さ
れ
ま
す
。

②
「
■
メ
ニ
ュ
ー
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

［
1
］
登
録
・
変
更
す
る
」
リ
ン
ク
を
ク

リ
ッ
ク
し
、
登
録
・
変
更
用
メ
ー
ル
宛

に
空
メ
ー
ル
を
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

③
「
ほ
く
と
く
ん
防
犯
メ
ー
ル
登
録
の
ご

案
内
」
が
返
信
さ
れ
ま
す
。
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を

ク
リ
ッ
ク
す
る
と
登
録
画
面
が
表
示
さ

れ
ま
す
の
で
、
案
内
に
沿
っ
て
必
要
情

報
を
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

北
海
道
警
察
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
ほ
く
と
く

ん
防
犯
メ
ー
ル
」

http://w
w
w
.m
m
g.police.pref.

hokkaido.lg.jp/

問
興
部
警
察
署

☎
０
１
５
８
‐
８
２
‐
２
１
１
０

そ
の
他

き
の
こ
菌
の
予
約
受
付
に
つ
い
て

　
雄
武
町
森
林
組
合
で
は
「
き
の
こ
菌
」

の
予
約
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

種
類

・
駒
菌
１
瓶
（
５
百
駒
入
り
）

・
種
菌
１
瓶
（
1
千
㏄
入
り
）

　
い
ず
れ
も
シ
イ
タ
ケ
・
ナ
メ
コ
・
ヒ
ラ

タ
ケ
・
タ
モ
ギ
タ
ケ
の
４
種
類

※�

原
木
は
、
き
の
こ
菌
１
瓶
で
90
㎝
の
原

木
16
本
ほ
ど
必
要
で
す
。
原
木
の
数
量

が
少
な
い
た
め
早
め
に
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
植
菌
用
ド
リ
ル
は
無
料
で
貸
し

出
し
ま
す
。

　
駒
菌
、
種
菌
、
原
木
の
価
格
に
つ
き
ま
し

て
は
、森
林
組
合
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
先　
雄
武
町
森
林
組
合（
新
日
の
出
町
）

受
付
期
間　
３
月
29
日
㈮
ま
で

問
雄
武
町
森
林
組
合

☎
０
１
５
８
‐
８
４
‐
２
０
３
６

り
、
大
き
な
地
震
の
後
に
、
さ
ら
に
大
き

な
地
震
が
発
生
し
た
事
例
も
あ
り
ま
す
。

　
大
き
な
地
震
が
発
生
す
る
と
、
そ
れ
に

続
く
次
の
地
震
「
後
発
地
震
（
こ
う
は
つ

じ
し
ん
）」
の
発
生
の
可
能
性
が
高
ま
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
、
想
定
震

源
域
で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
7
以
上
の
地
震

が
発
生
し
た
場
合
に
は
、気
象
庁
か
ら「
北

海
道
・
三
陸
沖
後
発
地
震
注
意
情
報
」
が

発
表
さ
れ
ま
す
。

　
「
後
発
地
震
」
は
必
ず
発
生
す
る
と
は

限
り
ま
せ
ん
が
、
日
頃
か
ら
地
震
へ
の
備

え
を
し
っ
か
り
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
情

報
が
発
表
さ
れ
た
ら
、
地
震
へ
の
備
え
の

再
確
認
と
、
念
の
た
め
す
ぐ
に
津
波
か
ら

避
難
で
き
る
態
勢
を
と
っ
て
、
次
に
発
生

す
る
か
も
し
れ
な
い
大
き
な
地
震
に
備
え

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
網
走
地
方
気
象
台

☎
０
１
５
２
‐
４
３
‐
４
３
４
９

↑網走地方気象台
　ホームページ

↑内閣府ホームペ
　ージ

※参考

【
旧
焼
却
処
理
場
】

　
土
・
日
・
年
末
年
始
を
除
く
９
時
～

16
時
ま
で

受
入
品
目　
生
ご
み
、
び
ん
、
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
、
空
き

缶
、
紙
類
、
廃
木
材
、
鉄
く
ず

【
旧
焼
却
処
理
場
】

　
土
・
日
・
年
末
年
始
を
除
く
９
時
～

15
時
30
分
ま
で

受
入
品
目　
燃
や
せ
る
ご
み
、
燃
や
せ

な
い
ご
み

配偶者、直系
親族（子、親、
祖父母など）

可 能

可 能

可　　能
※抄本について
　は対象外

本 人

可 能

可 能

可　　能
※抄本について
　は対象外

戸 籍 請 求 先

本 拠 地

本 拠 地

本籍地以外の
市区町村

窓口請求

郵送請求

広域交付
（窓口）

可 能

可 能

対 象 外

業 務 上 請 求

可 能

可 能

対 象 外

第 三 者 請 求

可 能

可 能

対 象 外

委 任 状 に よ
る代理請求



1213 広報おうむ広報おうむ 広報おうむ広報おうむ

　

今月の新着図書 Newly-imported�books

訪れるであろう安寧の世に、
浪人奉行の役目は必要なの
か。それぞれが向後について
思いを巡らす中、小岩市川の
関所で民が惨殺されたという
事件が…。シリーズ感動の最
終巻！

浪人奉行15浪人奉行15
稲葉�稔/著稲葉�稔/著

絵本 GIFT（ぎふと）絵本 GIFT（ぎふと）
羽生結弦/文羽生結弦/文
CLAMP/絵CLAMP/絵

図書館情報

ゆ～とぴあ  NEWS

「小田切訓絵画ギャラリー」の展示作品が変わりました
　図書館で展示しています小田切訓先生（雄武町出身／洋画家）の作品を、入
れ替えました。
　画集の貸し出しも行っていますので、絵画とあわせて、ぜひご覧ください。

ともぐい（河崎秋子）・Blue（川野芽生）・アイス
ネルワイゼン（三木三奈）・東京都同情塔（九段理
江）・猿の戴冠式（小砂川チト）・変な家2（雨穴）・
どう生きるかつらかったときの話をしよう（野口聡
一）・貯金はこれでつくれます・をんごく（北沢陶）・
親王殿下のパティシエール8（篠原悠希）・一夜�隠
蔽捜査10（今野敏）・陰流苗木（佐伯泰英）・なみ
だあめ（志川節子）　ほか

ニンジンジン（キューライス）・まよなかのゆうえ
んち（ギデオン･ステラー）・ぎょうざがいなくな
りさがしています（玉田美知子）・こちょこちょあ
はは（ひらぎみつえ）・ぷっくりぽっこり（中村至男）・
ぱんですよ（大森裕子）・まめまき！まめまき！（西
村敏雄）・ぼくはママのヒーロー（ながたいくよ）・
呪術廻戦25（芥見下々）・文豪ストレイドッグス
24（朝霧カフカ）　ほか

スケーターとして東京ドーム
での単独公演アイスショー
「ＧＩＦＴ」を成功させた羽
生結弦。彼が紡いだ「ＧＩＦ
Ｔ」の物語に、世界的な人気
を誇る創作集団ＣＬＡＭＰが
イラストを添えた、おとな向
け絵本です。

雄武町図書館（雄武町末広町二区）
☎0158－84－2404
10時～19時（火～金曜日）
10時～18時（土・日、祝日）
休館日　月曜日、年末年始、
　　　　蔵書点検期間

h t t p s : / / w w w .
t o w n . o u m u .
h o k k a i d o . j p /
k a n k o _ b u n k a _
sports/toshokan/
index.html

図書館ホームページ

一般図書（      ）（      ） 児童図書（      ）（      ）

「第 16 回ＭＯＥ絵本屋さん大賞 2023」展
　雑誌「ＭＯＥ（モエ）」から生まれたこのコンテストは、全国の絵本屋さん
と書店の絵本担当者による投票で、年間の新作絵本からトップ３０冊を選ぶも
のです。
　図書館では、選び抜かれた１位から３０位までの絵本のほか、お子さんが初
めて触れる絵本としてぴったりの「ファーストブック賞」や「新人賞」の受賞
作も展示中！
　絵本選びに悩んでいる人も、普段は絵本になじみのない人も、この機会に素
敵な絵本との出会いを楽しんでみませんか。

・期　間　3月31日㈰まで

国民年金保険料学生納付特例制度のご案内

　国民年金は、日本国内に住所を有する２０歳以上であれば、学生も保険料の納付が義務づけられて
います。
　しかし、学生は一般的に所得が少ないため、ご本人の所得が一定額以下の場合、国民年金保険料の
納付が猶予される「学生納付特例制度」があります。
　対象となる人は、大学（大学院）、短期大学、高等学校、高等専門学校、専修学校および各種学校（修
業年限１年以上である課程）に在学する学生などで、ご本人の前年所得が次の計算式で計算した金額
以下であることが条件です。

・所得の目安　１２８万円＋扶養親族等の数×３８万円＋社会保険料控除など

　また、学生納付特例の期間については10年以内であれば保険料をさかのぼって納めること（追納）
ができます。将来受け取る年金額を増額するためにも、後から納付（追納）することをお勧めします。

問住民生活課戸籍住民係
問北見年金事務所国民年金課　☎０１５７ ‐ ２５ ‐ 8 ７０３（自動音声案内２→２）

国民年金保険料学生納付特例の注意事項

　学生納付特例の申請が遅れると、申請日前に生じた不慮の事故や病気による障がいについて、障害
基礎年金を受け取ることができない場合があります。
　国民年金の資格取得届と学生納付特例申請書を同時に提出した場合であっても、納付書が送付され
ることがあります。
　学生納付特例は、原則として申請日にかかわらず、４月から翌年３月までの期間を対象として審査
しています。ただし、保険料の納付期限から２年を経過していない期間についても、さかのぼって申
請することができます。

問北見年金事務所国民年金課　☎０１５７ ‐ ２５ ‐ ８７０３（自動音声案内２→２）

暮らしの

年金情報
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遺言については、関心がある人
も多いかと思います。今回は、

遺言の種類とともに、気を付けるべ
きポイントを一部ご紹介します。
　自筆証書遺言は、文字通り、遺言
を書く人ご自身が本文をすべて自筆
で書く遺言です。ただし、財産目録
や通帳のコピー、登記事項証明書の
コピーなどは、署名・押印をおこな
えば、参照することができます。自
筆証書遺言は、自分で書いた後にご
自宅で保管していただくこともでき
ますが、その場合は死後に家庭裁判
所で“検認”の手続きが必要です
し、紛失してしまったり、誰かに書
き換えられたり、なかったことにさ
れるというリスクもあります。そこ
で、自筆証書遺言を利用される場合
には、法務局の自筆証書遺言保管制
度の利用をお勧めします。これによ
り、法務局で遺言の保管がされます
ので、書き換えられたり、なかった
ことにされるというリスクは防ぐこ
とができます。
　公正証書遺言は、公証人が遺言者

から遺言の趣旨を聞き取って作成
する遺言です。本文を自署する必
要はありませんが、証人２名の立
会いが必要になります。雄武町か
らは、最寄りの名寄公証役場で公
正証書遺言を作成することが多い
かと思いますが、全国どこの公証
役場でも作成可能です。公証人に
出張を頼むことができるケースも
あります。遺言を作成する能力は
あるけれど、自署は難しいという
ような場合には、この方法をお勧
めします。
　秘密証書遺言は、遺言者自身が
遺言の本文を作成し、封印された
状態で、公証人、証人２名、遺言
者が署名捺印する方式の遺言で
す。死ぬまでは誰にも遺言の内容
を知られたくないという人にお勧
めの方法です。
　これら以外にも危急時遺言な
ど、特殊な場合の遺言もあります。
また、ご自身で作成される場合は
次のような点が見落とされがちで
す。何気なく書く「○○（財産）

無料法律相談会（事前予約制）☎ 0158-26-2277　　
　4 月 2 日㈫ 13 時～ 16 時　地域交流センター 2 階会議　4 月 2 日㈫ 13 時～ 16 時　地域交流センター 2 階会議室室

を△△（人）に相続させる」という
表現ですが、法定相続人以外の人（例
えばいとこなど）に財産を引き継ぎ
たいという場合には、「相続させる」
ではなく「遺贈する」という表現に
なります。相続人Ａが死亡していた
ら、Ａの子に相続させるつもりなど
の事情は書かない限り原則として汲
み取ることはできません。共同遺言
は原則として無効です。ご夫婦で遺
言を作成して、「片方が死亡したら
……」という遺言を書く場合、無効
とならないためにもそれぞれ別々に
書きましょう。
　内容について不安のある場合は、
一度、弁護士に相談してみてはいか
がでしょうか。

なるほど ! くらしの法律相談 【�第 143回�】

今月の担当

大根田 紫織 弁護士
流氷の町ひまわり基金法律事務所

　ホテル日の出岬は町民の皆さまの大切な財産です。
　ぜひ、ご利用をお待ちしています。ホテルに対するご
意見、ご要望がありましたら、何なりとご連絡ください。
　　  オホーツク温泉ホテル日の出岬

☎０１５８ ‐ ８５ ‐ ２６２６

ホテル日の出岬からのお知らせ

　レストラン「藍」のおすすめ　すべて税込

土・日・祝日限定 海鮮メニューご案内
①特選日の出海鮮丼　お吸い物付　　3,480 円
　（鮪・鯛・サーモン・牡丹海老・帆立・蟹・イクラ・とびっこ・玉子）

②海鮮丼　　　　�　��お吸い物付　　2,480 円
　（鮪・鯛・サーモン・甘海老・帆立・とびっこ）

③握り寿司セット　　お吸い物付　　2,000 円
　（鮪・鯛・サーモン・甘海老・帆立・玉子・うなぎ・いくら・とびっこ・細巻き）

※仕入れ状況により内容が変更となる場合がございます。

① ②

③

◉豚丼 　　　　　　　　　　　　1,280 円 ◉タコライス　　　　　　　　　 1,080 円

　雄武町家計応援券ご利用いただけます

　町民プランのご案内　4 月 26 日㈮まで

◉チーズ入り煮込みハンバーグ　 1,380 円 ◉帆立の梅肉炒め　　　　　　　 1,280 円

雄武町民　　　　2名以上のご利用　　　　　���おひとり様 6,000 円　（1泊朝食付き）
雄武町民以外　　雄武町民と一緒で 2名以上　　おひとり様 7,000 円　（1泊朝食付き）
町民プラン特典　レストラン藍ご利用のお客さまは全品 20％割引とさせていただきます。
※１名利用は 3,000 円増となります。
※小学生以下は、大人の料金の 70％となります。

レストランでの飲食・売店商品の購入・入浴回数券の購入にもご利用いただけます。
※利用期間 3月 17日㈰まで

地域包括支援センターだより
高齢になっても暮らしやすいまちづくりをめざして
　高齢になり、気力や体力などが低下してくると、日常生活にお手伝いが必要となることは誰にでも
起こり得ます。高齢者が元気で過ごすために、これまで以上に、家族・知人・友人と「お互いさまの
助け合い」を維持することが求められています。

　　・日頃から挨拶をする
　　・ 困ったときにはお互いに助け合う
　　・ 災害時などの町内の避難施設や経路を確認する

　「お互いさまの助け合い」とは、難しく感じるかもしれませんが、実際は、上記のように皆さんが普
段から行っていることです。「お互いさまの助け合い」を続け、地域ぐるみで高齢になっても生活しや
すいまちづくりをめざしましょう。

雄武町地域包括支援センター
（役場庁舎別館内）　☎ 84 ‐ 4495
※電話相談は 24 時間受け付けしています。
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教
育
委
員
会
が
主
催
の
第

二
回
町
民
大
学
が
2
月
19
日

に
町
民
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
私
が
講
師
と
し
て

「
ベ
ト
ナ
ム
っ
こ
が
見
た
雄
武
」

を
テ
ー
マ
に
講
演
し
ま
し
た
。

最
初
に
ベ
ト
ナ
ム
に
つ
い

て
の
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
に
気
候
、
国
民
性
や
代
表
的
な
料
理
な

ど
の
基
礎
知
識
の
ビ
デ
オ
を
見
み
て
も
ら

い
、
ベ
ト
ナ
ム
の
こ
と
を
皆
さ
ん
に
紹
介

し
ま
し
た
。

大
勢
の
ベ
ト
ナ
ム
人
の
日
本
の
イ
メ
ー
ジ

は
、「
富
士
山
・
桜
・
寿
司
や
新
幹
線
」、
北

海
道
と
い
え
ば
「
雪
・
ラ
ベ
ン
ダ
ー
畑
・
タ

ラ
バ
ガ
ニ
」
を
想
像
し
ま
す
。
ベ
ト
ナ
ム
で

は
日
本
の
漫
画
や
ア
ニ
メ
が
流
行
っ
て
い
る

こ
と
で
、
多
く
の
若
者
が
日
本
の
文
化
と
技

術
に
ど
ん
ど
ん
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
そ
し
て
、
日
本
と
い
う
と
、
先
進

国
、
電
車
が
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
走
る
、
賑
や
か

と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
が
浮
か
び
ま
す
。

そ
の
イ
メ
ー
ジ
で
雄
武
に
来
た
時
、
想
像

し
て
い
た
「
日
本
」
と
何
か
違
い
「
寂
し
い
」

と
感
じ
た
人
は
少
な
く
な
い
の
で
す
。
交
通

みんなの保健室

Everyone's infirmary

　みなさんは、普段どのような食事をとっていますか？
　食事は、ただ何かを食べれば良いというわけではなく、バランスが大切です。
　では、「バランスの良い食事」とはどんな食事なのでしょうか。

『バランスの良い食事』

問健康推進課保健係

「四群点数法」で栄養バランスを整えよう
　四群点数法とは何をどれだけ食べたらよいかを、エネルギー量（kcal）を基準にして考える方法
です。1点＝ 80kcal として考えます。下の図は、一日に 1,600kcal ＝ 20 点分の食事を例として
います。

♠第 1 群
カルシウムなど
の不足しがちな
栄養素を含み、
栄養バランスを
完全にする食品

♣第 3 群
ビタミンやミネ
ラル、食物繊維
を含み、体の働
きをスムーズに
する食品

♥第 2 群
筋肉や血液など
を作るために必
要なたんぱく質
を含む食品

♦第 4 群
力や体温のもと
になる、エネル
ギー源の食品

　まずは、第1～第3群から、少なくとも各3点ずつを、優先的にとるようにします。そうすることで、必要な栄
養素（ビタミン、ミネラル、たんぱく質）を確保します。第3群の野菜は、1点＝350gとして考えます。120g
以上の緑黄色野菜、淡色野菜、きのこ、海藻を組み合わせましょう。残りの必要なエネルギーを、第4群の食品から、
穀類をメインにとります。
　1日に必要なエネルギー量は、年齢、性別、体格、日中の活動量などによって、一人一人違います。
　自分の必要量に合わせて、各食品群をバランスよく調整してみましょう。

　「○○を食べれば痩せる！」「○○は食べてはいけない！」「○○抜きダイエット」などの偏った情報を、最近のテ
レビやインターネットでよく目にします。これらの情報を信じて、実践してはいませんか。
　「これさえ食べれば（もしくは食べなければ）健康になれる、キレイになれる」なんて食事はありません。
あらためて普段の食事をじっくり見て、バランスが摂れているか確認してみましょう。

緑黄色野菜 120g と緑黄色野菜 120g と
淡色野菜で計 350g 以上淡色野菜で計 350g 以上

（きのこ海藻を含む）（きのこ海藻を含む）

牛乳をコップ一杯と牛乳をコップ一杯と
ヨーグルトを小鉢にヨーグルトを小鉢に
１杯１杯

が
不
便
、買
い
物
の
商
品
種
類
が
少
な
い
、

物
価
が
高
い
と
い
う
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る

一
方
、
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。
安
全
で

あ
る
こ
と
を
は
じ
め
、
町
の
皆
さ
ん
が
優

し
い
の
で
、
日
本
人
と
交
流
で
き
る
チ
ャ

ン
ス
が
多
く
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
町
が
静

か
で
、
雰
囲
気
も
良
い
の
で
、
東
京
で
暮

ら
し
て
い
る
友
達
が
以
前
遊
び
に
来
た
時

「
疲
れ
て
い
た
の
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き

た
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
そ
ん
な
経
験
を

踏
ま
え
て
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
の
視

点
か
ら
ま
ち
づ
く
り
に
自
分
の
意
見
を
あ

げ
ま
し
た
。

講
演
の
時
、
私
は
緊
張
し
て
い
ま
し
た

が
、
皆
さ
ん
の
応
援
す
る
よ
と
言
わ
ん
ば

か
り
の
顔
を
み

て
気
が
楽
に
な

り
楽
し
く
講
演

す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
出

席
者
か
ら
「
楽

し
い
お
話
を
あ

り
が
と
う
」
な

ど
の
意
見
を
も

ら
い
役
立
っ
た

情
報
を
提
供
で

き
た
と
思
っ
て
、

嬉
し
か
っ
た
で
す
。

今
回
の
講
演
会
を
通
じ
て
、
母
国
の
こ

と
を
町
民
の
皆
さ
ん
に
紹
介
で
き
、
自
分

の
意
見
も
い
ろ
い
ろ
検
討
し
て
い
た
だ
い

た
た
め
、有
意
義
な
体
験
が
で
き
ま
し
た
。

※
地
域
お
こ
し
協
力
隊
で
こ
の
コ
ー
ナ
ー
を
順

※
地
域
お
こ
し
協
力
隊
で
こ
の
コ
ー
ナ
ー
を
順

　
番
に
担
当
し
て
い
ま
す
。
お
楽
し
み
に
。

　
番
に
担
当
し
て
い
ま
す
。
お
楽
し
み
に
。

Activity Report
地域おこし協力隊　～活動レポート～地域おこし協力隊　～活動レポート～

タ
オ
タ
オ  

さ
ん
さ
ん

地
域
お
こ
し
協
力
隊

地
域
お
こ
し
協
力
隊

観
光
支
援
員

観
光
支
援
員

Kids

あべ
ののは ちゃん

わんぱくキッズ（若草保育所）

サ
ー
テ
ィ
ワ
ン
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
の
定
員
さ
ん

すずき
いと ちゃん

Snow
 M

an

佐
久
間
さ
ん
の
彼
女

ほんな
りくま くん

運
転
手

～おおきくなったら～

訂正とお詫び
　先月号のわんぱくキッズ内で、誤りがありましたので、訂正とお詫びを申し上げます。
　誤）あおい　みなとくん　　正）おおい　みなとくん
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　☞ 社会保険事務相談（事前予約制）☎ 0157-33-6007

　☞ 自動車運転免許更新時講習（事前更新手続必要）

　☞ 人口と世帯数（2 月 27 日現在）※住民基本台帳人口

　☞ 戸籍の窓口（1 月 30 日～ 2 月 27 日届け出分）※敬称略

人　口 4,092 人（日本人 3,844 人、外国人 248 人）
（前月比 15 人増 / 前年比 22人減）

　男 1,968 人（日本人 1,896 人、外国人　72 人）
（前月比 増減なし / 前年比 50 人減）

　女 2,124 人（日本人 1,948 人、 外国人 176 人）
（前月比  15 人増 / 前年比 28 人増）

世帯数 2,220 戸（日本人 1,973 戸、外国人 239 戸）
（前月比 21 戸増 / 前年比 52 戸増）

防災行政無線が聞き取れなかった時は
８４－２５２３

テレホンサービスで確認を！！
※通信料金がかかります

☆こんにちは赤ちゃん（出生）
　面民　紘

ひろき
季（規幸・奈月／男／末広町二区）

◉お悔やみ申し上げます（死亡）
　中川　敏雄　　    94 歳（幸町）
　辻　　幸男　　　 94 歳（幸町）
　山田　信子　　　 86 歳（栄町）
　米谷　良子　 　   76 歳（新沢木）
　和田　保弘　　    56 歳（魚田）　
　片石　照枝　　    90 歳（魚田）
　髙野　昭七　　    91 歳（緑町）
　鶴林　丑造　　    87 歳（開生）
　小野ひとみ　　    70 歳（新沢木）

　☞ 官公庁への苦情、意見、相談　☎ 84-3402

開
催
場
所　

♡
若
草
保
育
所
・
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
　
☆
児
童
セ
ン
タ
ー
　

   ☞ 寄付（1 月 24 日～ 2 月 20 日受付分）　※敬称略

　国保病院情報（小児科と耳鼻咽喉科は、日程が
急きょ変更する場合があります   ）◎社会福祉のために（社会福祉協議会へ）

　辻　　純子　　　　（共栄）　
　髙橋　麻耶　　　　（曙）
　村上　優子　　　　（元沢木）　
　石橋　幸司　　　　（旭町）

行政相談所　　3 月 12 日㈫
　　　　　　　13：30 ～ 15：30 役場町民ホール
行政相談委員　近江谷　春夫

こんなに便利マイナンバーカード　問住民生活課戸籍住民係
　マイナンバーの提示と本人確認を求められたとき 1 枚で済ませることが

　できるのがマイナンバーカードです。ぜひ申請しましょう。

◎診療時間　8：30�～�12：00（受付 11：30�まで）�13：30�～�17：15（受付 16：15�まで）

◎香典返しを廃して（社会福祉協議会へ）
　小田　功　　　　   （日の出北町）
　土田　雄司　　　   （新町）　
　鐵川　恵　　　　   （末広町二区）
　和田　健二　　　   （幸町）

３月８日㈮ ♡仲良し親子教室　　　　�　　��10：30～

9日㈯ ☆６年生を送る会　　　���　　　10：00～

☆サッカー教室　　　　�　　　��14：00～

10日㈯ ☆一輪車検定　　　　　�　　　��10：00～

11日㈪ ♡仲良し親子教室　　　　�　　��10：00～

12日㈫ ♡読み聞かせフムフムの会　　　11：00～

13日㈬ ♡仲良し親子教室　　　　�　　��10：00～

15日㈮ ☆仲良し親子教室『修了式』�　　10：00～

16日㈯ ☆一輪車講習会　　　　�　　　��13：30～

19日㈫ ♡はじめてのお誕生会　　�　�　�10：00～

21日㈭ ☆けん玉検定　　　　　�　　　��16：00～

23日㈯ ☆卓球教室　　　　　　　�　　��14：00～

　イベントカレンダー
第 324 回

雄高 FILE 校訓「風に立て」OUMU High School
3
月
の
行
事
予
定

オホーツク紋別空港ダイヤ

14日木 CBA学力テスト（1年）�
18日月 入学者選抜試験　合格発表
22日金 修了式・離任式�
23日㈯ 学年末・学年始休業　～ 4月 7日㈰
25日㈪ T-base 春期講習　　�～ 3月 27日㈬
29日㈮ 入学者オリエンテーション

◉デート DV 講話　１/29㈪

　紋別人権擁護委員協議会の方々を講師に迎え、
各学年でデートDV講話を実施しました。講話や
ロールプレイングを通じて、自分の気持ちや体を
大切にして、嫌だと思うことには「NO」といえ
る対等な関係性を築くことの大切さを学びました。

※運航状況についてはオホーツク紋別空港ホームページ（https://www.
ok-m.jp/）などでご確認ください。

375 便
　羽田発　10：25　→　紋別着　12：10
376 便
　紋別発　12：45　→　羽田着　14：40

無料空港送迎バス時刻表
紋別バスターミナル発 11：30
紋別空港着 11：51
紋別空港発 12：25
紋別バスターミナル着 12：46

◉放課後学習会

　学年末考査の一週間前に１、２年生が放課後に残って勉強会をしました。お互いに分からないところを
教え合い、教科の先生から集中的に教わったりしました。努力は必ず実を結びます。これからも意識を高
めて勉強に励んで欲しいと思います。

◎雄愛園入所者のために（社会福祉協議会へ）
　土田　雄司　　　   （新町）
　辻　　純子　　　  （共栄）　
　中川　陪章　　　　（魚田）

◉総合的な探究の時間 ２/６㈫

　1年生の総合的な探究の時間において ｢雄武町の
特産品を使った商品開発｣ に関する授業を行いまし
た。今年度３年生の生活教養でスタートし、来年度
は現１年生が引き継ぎます。今回の授業では、先輩
が考案した雄武町の魚介が盛り沢山のラーメンを試
食しました。さらに授業の後半では新たな商品のア
イデアも出し合い、活発な授業になりました。

◉日本情報処理検定協会検定委員長賞を受賞

　文部科学省後援、日本情報処理検定主催の各種検
定において３年生小林さんが、３種目で１級を取得
し、日本情報処理検定協会検定委員長賞を受賞しま
した。

3 月 14 日㈭ 　10：00 ～ 16：00  
　遠軽町保健福祉総合センター

3 月 21 日㈭　雄武町民センター
　 優良運転者講習　13：00 ～ 13：30
 　違反運転者講習　13：50 ～ 15：50

内　科
秀毛医師　 15日㈮、18日㈪、19日㈫は終日不在となります。

高井医師　 14日㈭、15日㈮、19日㈫の診療となります。

地域医療振興　
財団医師　 11日㈪、18日㈪、25日㈪の診療となります。

外科・整形外科
桂巻医師　

15日㈮、22日㈮は終日不在となります。
21日㈭は 13時 30分から 14時まで、27日㈬
は 13時から 13時 30 分まで、往診のため不在
となります。
※毎週火曜日は町内施設回診のため 13時 30分から
　14時まで不在となります
※毎日 10 時 30 分から 11 時 30 分までは病棟回診時
　間となります。

小 児 科 毎週月曜日は1日診療（午前診療、午後予防接種）、
8日㈮、22日㈮は午後の診療となります。

耳 鼻 咽 喉 科 毎週木曜日14時からの診療となります。
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　雄武町民わたしたちは、オホーツクのきびしい
自然を生かし、父祖・先人の労苦を感謝しながら、
郷土愛にみちた町づくりと、ひとりひとりのしあわ
せのため、　―�すこやかに、なごやかに、まめやか
に�―　励まし合い、希望と自信をもって、生きが
いある生活につとめ、たしかな未来につながる信条
をかかげて、朝夕守りとおすことを誓い合います。

雄 武 町 民 憲 章 （ 町民の誓い ）

一、自然を生かし、住みよい環境をつくります。
一、きまりを守り、明るい社会をつくります。
一、ともに助け合い、楽しい職場をつくります。
一、元気に働き、豊かな家庭をつくります。
一、希望に生き、たくましい雄武町民となります。

　　　　　　　　　　�昭和 46年 3月 19日制定

石
い し い

井  来
らい

 さん  、永
な が い

井  陽
ひ な た

大 さん
　
今
回
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
ト
ー
ク
の
取
材
に
応

じ
て
く
れ
た
の
は
、
興
部
町
で
活
動
す
る

サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム「
Ｆ
．Ｃ
．ル
ゴ
ー

サ
興
部
」
に
所
属
す
る
雄
武
小
学
校
3
年
生

の
石
井
来
さ
ん
と
、
同
校
4
年
生
の
永
井
陽

大
さ
ん
で
す
。

　
2
月
に
開
催
さ
れ
た
オ
ホ
ー
ツ
ク
ジ
ュ
ニ

ア
カ
ッ
プ
Ｕ
‐
10
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
に
お
い

て
、
16
チ
ー
ム
が
参
加
す
る
予
選
リ
ー
グ
Ａ

ブ
ロ
ッ
ク
を
2
位
で
突
破
。
決
勝
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
で
も
健
闘
を
重
ね
て
、
ベ
ス
ト
４
入
賞

と
い
う
好
成
績
に
喜
び
を
あ
ら
わ
に
し
て
い

ま
し
た
。

　
兄
弟
が
サ
ッ
カ
ー
を
し
て
い
て
、
試
合

な
ど
を
見
て
い
る
う
ち
に
興
味
を
持
ち
、

約
２
年
前
か
ら
サ
ッ
カ
ー
を
始
め
た
二
人
。

　

こ
れ
か
ら
の
目
標
に
つ
い
て
聞
く
と
、

石
井
さ
ん
は
「
ボ
ー
ル

タ
ッ
チ
な
ど
の
技
術

を
磨
い
て
、
来
年
は

優
勝
で
き
る
よ
う
に

頑
張
り
ま
す
。
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
を
１
０
０

回
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
」、
永
井

さ
ん
は
「
次
は
、
も
う
一
つ
上
の
ク
ラ
ス

で
試
合
を
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
レ
ギ
ュ

ラ
ー
入
り
が
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

動
い
て
い
る
ボ
ー
ル
を
狙
っ
た
方
向
に
飛

ば
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
で

す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
回
惜
し
く
も
敗
北
し
た
網
走
の

チ
ー
ム
に
次
は
勝
ち
た
い
と
話
す
二
人
か
ら

は
、
強
い
決
意
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
の
活
躍
に
期
待
で
す
。

Ｆ．Ｃ．ルゴーサ興部所属
雄武小学校3年生　　　雄武小学校4年生Fresh Talk

～　フレッシュトーク　～

❖編集後記

Editor's note

▼雄武漁協が主催の一日組合学校の
取材に伺いました。組合学校の実施は
平成30年から5年ぶりと久々の開催。
今年は笑点の司会でおなじみの春風
亭昇太氏が来町し、独演会を開催しま
した。独演会では、笑点の裏話や落語
を披露され会場は大いに盛り上がっ
ていました。（結城）

▼今回は、雄武中学校パソコン部に
写真撮影の講師として伺いました。
人に教えるという経験がほぼないの
でかなり緊張しました。今後、部活
動で校内の写真を撮影したカレン
ダーを作成するそうですので、どの
ような思い出の籠ったカレンダーが
できるのか楽しみです。（松井）

↑写真左から、石井�来さん、永井�陽大さん


